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Ⅰ 新規有機分子性金属・超伝導体・磁性伝導体の 

研究と開発 

Study and Development of New Organic Metals, Superconductors, and  
Magnetic Conductors 

 

山田順一・圷弘樹・中辻慎一 
Yamada, J., Akutsu, H., Nakatsuji, S. 

 

当研究室で開発に成功した有機分子性金属・有機超伝導体・有機磁性伝導体（磁性的秩序と

電気伝導性が相互作用する物質）の構造と物性の関係を解明するための研究と、新しい有機機

能性物質の開発を目指した研究を行った。主な研究項目を以下に示す。 

 (1) π-d 系反強磁性金属κ-(BDH-TTP)2FeX4 (X = Br, Cl)の磁気トルク研究 

 (2) 圧力誘起超伝導体β-(BDA-TTP)2I3 の磁気フラストレーションに関する研究 

 (3) ジチアン環を有する新しいドナーを用いた分子性導体に関する研究 

 (4) 新しいキラル DHTTF ドナーを用いた分子性導体に関する研究 

 (5)  キラル体とラセミ体のドナーを用いた分子性導体に関する研究 

 (6) ビス(メチルチオ)基を有する新しいドナーを用いた分子性導体に関する研究 

 (7) 含イオウ七員環を有するドナーを用いた分子性導体に関する研究 

 (8) ジチオラン環を有するドナーとそのキラルなジメチル体を用いた分子性導体に関する研究 

 
 

Ⅱ TMTSF 系および BEDT-TTF 系有機超伝導体の研究 

Study of Organic Superconductors Based on TMTSF and BEDT-TTF 
 

山田順一  
Yamada, J. 

 

有機分子性導体には、異方性が大きく超伝導転移などの様々な相転移を示し、光・圧力・電

場・磁場などの外場に応答して様々な物性・構造変化を示す特徴がある。有機分子性導体の研

究成果は、基礎学問的には超伝導機構や強相関電子系などの固体物理学の研究課題に新しい観

点を与え、応用面では電子機能素子・電子機能材料のフロンティアを開拓するための礎となる

ことが期待されている。有機分子性導体の基礎的物性を総合的に解明するために、結晶構造が

解明されている TMTSF 系および BEDT-TTF 系超伝導体の伝導機構、ならびに結晶構造と電



子物性の関係を明らかにした。 
 

 

Ⅲ 多機能性有機伝導体の開発と物性 

Preparation and Physical Properties of Multifunctional Organic Conductors 
 

圷広樹・山田順一・中辻愼一 

                                Akutsu, H., Yamada, J., Nakatsuji, S. 
 

 局在電子と伝導電子が共存する系が注目されている。私達は、有機伝導体に磁性パートとし

て有機ラジカルやフェロセンを導入した新しい有機磁性伝導体を開発している。これらの中か

ら、分極アニオン層を有する電荷移動塩が見つかり、層間電荷分離を起こしていることを明ら

かにした。また、酸化物超伝導体と同様に有機伝導体にホールや電子をドープする試みとして、

強いドナー性やアクセプター性を有するアニオンを対イオンとして用いることによりホールド

ープ型や電子ドープ型有機伝導体の開発を行っている。さらに、英国との共同研究として、

Nottingham Trent University の Lee Martin 講師や Surrey University の Scott S. Turner
講師との共同研究により、有機伝導体の開発や構造、物性の解明を行っている。 
 

 

Ⅳ 新規な有機磁性体及び関連機能性物質類の 

合成と性質 

Synthesis and Properties of New Organomagnetic and  
Related Functional Materials 

 

中辻慎一・山田順一・圷広樹 

Nakatsuji, S., Yamada, J., Akutsu, H. 

 

 本研究においては、（１）新しい有機安定ラジカル類、（２）有機安定ラジカルを用いた電荷

移動錯体、（３）有機安定ラジカルを用いた金属錯体、などを合成開発し、それらの構造と物性・

機能性との関係を解明することを目的として研究を進めている。 

 近年、特に、複合した機能を有する有機磁性体の開発研究を中心に研究を行っており、本年

度は有機色素ラジカル塩、ビオロゲンラジカル塩、ビスおよびトリスニトロキシドラジカル化

合物などを合成し、それらの構造を明らかにして、磁性や二次電池特性、太陽電池特性などの

検討を行った。 
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